建物一時賃貸借契約書

貸主　○○○○（以下甲という）と借主　○○○○（以下乙という）は甲の所有する末尾記載の物件（以下本物件という）の一時賃貸借について、次の通り契約を締結する。

第１条（目的）

甲は乙に本物件を貸与し、乙はこれを借り受ける。

第２条（使用目的）

乙は本物件を、下記の商号、用途以外に使用してはならない。

　　　商号　　　○○○○
　　　目的　　　○○○○
　　　用途　　　事務所

第３条（賃貸借期間）

本物件の賃貸借期間は、平成○○年○月○日から平成○○年○月○日までとし、期間の延長は出来ないものとする。

第４条（賃貸借料）

賃貸借料は１ヶ月金○○○○○○円、共益費は○○○○○○円とし、乙は毎月末日までに翌月分を甲の指定する銀行預金口座に振込み、手数料を乙の負担にて支払うものとする。

また、上記金額には消費税を含むものとする。

（２）賃貸借期間に１ヶ月未満の端数がある場合、その賃貸借料は１ヶ月をその月の日割によって算出するものとする。

第５条（期間中の返還）

賃貸借期間中に、乙の都合により返還の必要が生じたときは１ヶ月の予告期間をもって返還するものとし、乙は残余の期間の賃貸借料の支払いを行わない。また、甲が乙より前払いを受けているときは、返還後の期間分に相当する賃貸借料は乙に払い戻す。

第６条（公租公課の負担）

本物件に関する租税、その他の公租公課は甲がこれを負担する。

第７条（譲渡、転貸の禁止）

乙は本物件を第三者に使用させ、若しくはその占有を移転し、又はこの契約上の権利を譲渡するなどの行為は一切しないものとする。

第８条（原状の回復）

乙は本契約期間の満了又は本契約を解除した時は、乙の責任において本物件を原状に復して甲に返還する。但し、甲乙間に特別の了解のあるときはこの限りではない。

（２）賃貸借期間満了日と同時に賃室が明け渡されなかった場合、乙は本物件終了の翌日から明け渡し完了に至るまでの賃料及び共益費相当額、並びに諸費用を損害金として甲に支払う。但し、甲において上記以外の損害が生じた場合は、乙は別途損害金を甲に支払う。

第９条（規定外事項）

この契約に定めのない事項については、そのつど甲、乙両者間において誠意をもって協議決定する。

以上の契約成立の証として本書２通を作成し、甲、乙記名押印のうえ各１通を所有する。

平成　　年　　月　　日

甲

乙

物件の表示

所在地　　　　　　

名称　　　　　　　ビル

構造・規模　　　　造・地下階・地上階
一時賃貸借区画　　階　号室　　　　　㎡（　　　　坪）

